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第
五
十
一
回 

医
師
総
会

第
五
十
一
回 

医
師
総
会

コ
ロ
ナ
禍
で
、「
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
」
こ
と
を
意
識
し
て

　今
総
会
は
、
新
入
医
師
の
紹
介
、
県
連

外
研
修
の
報
告
、
各
事
業
所
か
ら
の
報

告
、「
県
連
全
医
師
〝
100
ボ
イ
ス
〞」、
医

師
政
策
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
報

告
、
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
全
体
で
四
時

間
の
長
丁
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

　長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
集
ま
る
こ
と
も

交
流
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
中
、
今
年
度

六
名
の
新
入
医
師
を
迎
え
、
県
連
の
常
勤

医
師
は
百
四
名
と
な
り
ま
し
た
。
各
事
業

所
で
、
ど
ん
な
医
師
が
、
ど
ん
な
思
い
を

持
っ
て
働
い
て
い
る
の
か
を
知
る
機
会
を

設
け
た
い
と
思
い
、「
県
連
全
医
師
〝
100

ボ
イ
ス
〞」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
回

は
十
二
名
の
医
師
と
二
名
の
奨
学
生
に
、

自
己
紹
介
に
加
え
て
「
あ
な
た
が
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
発
言
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
参
加
で
き
な
い
医
師

は
、
事
前
に
録
画
し
た
も
の
を
配
信
し
ま

し
た
。
100
ボ
イ
ス
に
対
し
て
は
「
普
段
話

す
機
会
の
な
い
医
師
の
話
が
聞
け
た
」

「
レ
ジ
ェ
ン
ド
医
師
の
元
気
な
姿
と
発
言

に
民
医
連
の
歴
史
と
土
台
を
感
じ
た
」
な

ど
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
次
回
以
降
も

継
続
し
て
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　県
連
の
医
師
数
は
緩
や
か
に
増
え
て
い

ま
す
が
、
一
方
で
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま

す
。
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
も
難
し
く
な

り
つ
つ
あ
る
中
で
、
医
師
委
員
会
は
「
医

師
政
策
」
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。
石

田
医
師
委
員
長
は
報
告
の
中
で
、「
我
々

の
存
在
意
義
と
は
、
存
在
し
続
け
る
こ
と

そ
の
も
の
。
経
済
的
・
社
会
的
に
弱
い
立

場
の
人
を
守
ろ
う
と
す
る
立
場
で
医
療
を

し
て
い
る
こ
と
が
我
々
の
特
徴
」
と
述

べ
、「
そ
の
た
め
に
多
く
の
後
継
者
を
獲

得
・
養
成
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
、
特

に
、
内
科
・
総
合
診
療
分
野
を
担
う
医
師

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
県
連

全
体
と
し
て
の
存
続
は
不
可
能
。
初
期
研

修
医
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
内
科
・
総

合
診
療
分
野
を
選
択
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

（
青
森
民
医
連
／
篠
原
奈
緒
）

▶
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
抜
粋

　
七
月
三
十
一
日
、
第
五
十
一
回
医
師
総
会
を
開
催
し
、
医
師
五
十
二
名

（
事
前
録
画
含
む
）、
多
職
種
三
十
八
名
、
医
学
生
二
名
、
計
九
十
二
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
開
催
は
前
回
に
続
き
二
回
目
で
す
。
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印象に残ったものはありますか？すべて選んでください。
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　今回のアンケートは、民医連ではたらく全役職員が、政治と社会のありかたについてどのような問題意識を持っ
ているのかを聞き、今後の社会保障、反核平和運動を進めるうえでの課題を明らかにし、民医連運動における新た
な展望を切り開くことを目的に実施しました。一部となりますがアンケート結果をご報告します。ご回答頂きまし
た皆様ご協力のほどありがとうございました。 （県連社保委員会／下舘大史）

第
55
回
定
期
総
会

政治と社会に関する
問題意識アンケート
政治と社会に関する
問題意識アンケート

指定のGoogleフォームに
アクセスし回答アンケート方法

期間 2021年７月２日（金）～７月26日（月）
※期間を延長しました

回答職員数 837人（回答率30.2％）

いまの衆議院議員の任期は今年10月21日までです。
次の衆議院選挙にどの程度関心がありますか。1

大いに関心がある
22.8％

ある程度関心がある
37.8％

あまり関心はない
30.0％

まったく関心はない
9.4％

837件の回答

菅内閣を支持しますか。しませんか。2

支持する
18.5％

支持しない
81.5％

今年行われる総選挙について、現時点で
投票に行く予定ですか。行かない予定ですか。4

行く予定
74.8％

行かない予定
4.4％

わからない
20.8％

憲法第９条を変えるほうがよいと思いますか。
変えないほうがよいと思いますか。3

変えるほうがよい
12.5％

変えないほうがよい
87.5％

いま、どの政党を支持していますか。5
自民 4.8％

支持する
政党はない

59.6％

立憲 1.8％
公明 0.5％

共産 31.3％

維新 0.4％
社民 0.0％

その他の政党
1.6％

837件の回答

837件の回答

837件の回答

いまの暮らし向きをどう感じていますか？6
余裕がある

2.9％

どちらかといえば
苦しい
50.9％

苦しい
14.9％

837件の回答

837件の回答

どちらかといえば
余裕がある

31.3％

結
果
報
告

県
連
卒
後
症
例
発
表
会

県
連
卒
後
症
例
発
表
会

　
今
年
は
、
第
三

十
四
回
目
に
し
て

初
め
て
Ｗ
ｅ
ｂ
で

の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
青
森
県
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
爆
発
的

な
感
染
拡
大
は
な

い
為
、
出
来
れ
ば

例
年
通
り
会
場
で

開
催
し
た
い
と
い

う
の
が
委
員
の
気
持
で
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
青
森
県
内
各
地
で
の
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
に
伴
い
、
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

昨
今
、
会
議
や
発
表
会
、
オ
ン
ラ
イ
ン
飲

み
会
ま
で
様
々
な
用
途
で
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
日
常
に

な
じ
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
に
慣
れ
て
い
な
い
事
も
あ
り
、
委
員

の
中
で
も
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
の
決
定
後
は
不
安

な
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が

ら
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
と
は
何
か
？
と
い
う
所

か
ら
、
定
例
の
会
議
で
講
義
を
受
け
、
本

番
に
向
け
た
練
習
も
行
い
ま
し
た
。
迎
え

た
当
日
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス
ラ
イ
ド

が
上
手
く
出
せ
な
か
っ
た
り
、
声
が
聞
こ

え
な
か
っ
た
り
と
、
各
分
散
会
で
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
ホ
ス

ト
を
務
め
て
く
れ
た
委
員
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
よ
り
、
急
な
ト
ラ
ブ
ル
に
も
対
応
で

き
、
無
事
に
全
員
発
表
を
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
後
も
Ｗ
ｅ
ｂ
発
表
が
主

流
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
発
表

で
浮
き
出
た
課
題
を
振
り
返
り
な
が
ら
次

年
度
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
例
年
と
は
違
う
発
表
形
式
で
、発
表
者
、

講
評
者
も
戸
惑
っ
た
所
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
ど
う
い
う
形
式
の
発
表
に

な
ろ
う
と
、
入
職
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
の

成
長
を
感
じ
取
れ
る
こ
と
が
出
来
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
卒
後
症
例
と
し
て

の
発
表
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
青

森
県
民
医
連
の
看
護
師
と
し
て
成
長
し
て

い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
発
表
お

疲
れ
様
で
し
た
。（
あ
お
も
り
協
立
病
院

八
階
病
棟
／
工
藤
文
子
）

　七
月
十
一
日（
日
）、
県
連
三
年
目
の
看
護
師
計
二
十
名
が
発
表
し
ま
し
た
。
看
護
師

と
し
て
の
学
び
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
成
長
を
感
じ
る
発
表
会
に
な
り
ま
し
た
。

　学習前に「人権café ～子供の人権～」について意見交
換しました。今、大学で勉強できていることは、「育つ
権利」「守られる権利」などが尊重されているからだと、
全員で再認識しました。
　今回の学習テーマは多数の奨学生から希望があった
「薬剤師が教える勉強のコツ　第二弾」でした。講師の
髙橋薬剤師は、大学時代の経験を踏まえ実践して良かっ
たことや、学んだことを維持するには日々の学習が大切
ということを過去の資料や記憶力に関する研究データを
元に、大変わかりやすく教えてくれました。
　大学当時の学習ノートを見せてくださった髙橋さんは

「このノートは自分のために書くノートであり、誰かに
見せるノートではない自分の味方になってくれるノート
なので、自分流の語呂合わせ、自分流の関連付け方など

を書き込んで活用
しました。」と説
明されました。奨
学生は、様々な勉
強のコツを自分の
物にしようと真剣
に 聞 い て い ま し
た。尚、今回奨学
生会議に参加できなかった学生からも「ぜひ学習内容を
知りたい！」との複数の声があり「青森民医連　You 
Tube」にて期間と閲覧を限定して配信することにしまし
た（URLを知った方のみ観れる状態です）。今後も奨学生
とともに学び深まる奨学生会議を目指します。

（青森民医連／山口理香子）

青森民医連

薬学生奨学生会議
　７月３日（土）14：00からオンラインでの薬学生奨学生会議を
開催しました。県内外6名の奨学生が参加し、講師は県連薬学
生小委員の 髙橋 沙衿 さん（ファルマ弘前薬局）が務めました。

　
七
月
二
日
（
金
）
北
海
道
・
東
北
地
協
　
二

〇
二
一
年
度
介
護
事
業
交
流
集
会
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
県

連
か
ら
二
百
十
二
名
の
参
加
者
（
青
森
六
十
七

名
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
は
、
震
災
か
ら
十
年
の
節
目
に
あ

た
り
、
福
島
県
民
医
連
・
浜
通
り
医
療
生
協
組

織
部
の
工
藤
史
雄
氏
か
ら
「
東
日
本
大
震
災
十

年
を
迎
え
た
福
島
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
の
お
米
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
宮
城
・
茨
城
・
新
潟
産
と
表
示
し
て
い
る

お
米
は
あ
る
が
、
福
島
県
産
は
「
国
内
産
ブ
レ

ン
ド
」
と
し
て
店
頭
に
並
ん
で
い
る
こ
と
や
、

同
じ
福
島
の
中
で
被
災
地
域
に
よ
る
分
断
、
線

量
の
違
い
、
世
代
に
よ
る
受
け
止
め
方
の
違
い
、

津
波
被
害
と
原
発
避
難
、
賠
償
額
の
差
な
ど
に

よ
っ
て
、
家
庭
内
、
親
戚
同
士
、
隣
近
所
土
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
格
差
と
分
断
が
生
じ
て
い
る

事
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
福
島
で

は
様
々
な
形
で
の
復
興
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
住
民
の
望
み
や
地
元
雇

用
に
は
繋
が
っ
て
お
ら
ず
、
帰
還
の
動
機
付
け

に
も
な
ら
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

改
め
て
福
島
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
正
し
く
知

り
、
お
か
し
な
こ
と
は
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に

し
、
何
よ
り
も
福
島
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
重
要

だ
と
学
び
ま
し
た
。
次
に
各
県
連
よ
り
指
定
報

告
が
あ
り
活
発
な
質
疑
応
答
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
初
め
て
の
交
流
会
で
し
た
が

と
て
も
充
実
し
た
交
流
集
会
で
し
た
。

（
青
森
保
健
生
協
　
本
部
／
髙
橋
千
津
子
）

「
北
海
道
・
東
北
地
協

　
　介
護
事
業
交
流
集
会
」

開
催

第34回

健生病院会場の様子

3
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Ｗ
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催
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な
感
染
拡
大
は
な

い
為
、
出
来
れ
ば

例
年
通
り
会
場
で

開
催
し
た
い
と
い

う
の
が
委
員
の
気
持
で
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
青
森
県
内
各
地
で
の
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
に
伴
い
、
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

昨
今
、
会
議
や
発
表
会
、
オ
ン
ラ
イ
ン
飲

み
会
ま
で
様
々
な
用
途
で
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
日
常
に

な
じ
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
に
慣
れ
て
い
な
い
事
も
あ
り
、
委
員

の
中
で
も
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
の
決
定
後
は
不
安

な
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が

ら
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
と
は
何
か
？
と
い
う
所

か
ら
、
定
例
の
会
議
で
講
義
を
受
け
、
本

番
に
向
け
た
練
習
も
行
い
ま
し
た
。
迎
え

た
当
日
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ス
ラ
イ
ド

が
上
手
く
出
せ
な
か
っ
た
り
、
声
が
聞
こ

え
な
か
っ
た
り
と
、
各
分
散
会
で
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
ホ
ス

ト
を
務
め
て
く
れ
た
委
員
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
よ
り
、
急
な
ト
ラ
ブ
ル
に
も
対
応
で

き
、
無
事
に
全
員
発
表
を
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
後
も
Ｗ
ｅ
ｂ
発
表
が
主

流
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
発
表

で
浮
き
出
た
課
題
を
振
り
返
り
な
が
ら
次

年
度
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
例
年
と
は
違
う
発
表
形
式
で
、発
表
者
、

講
評
者
も
戸
惑
っ
た
所
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
ど
う
い
う
形
式
の
発
表
に

な
ろ
う
と
、
入
職
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
の

成
長
を
感
じ
取
れ
る
こ
と
が
出
来
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
卒
後
症
例
と
し
て

の
発
表
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
青

森
県
民
医
連
の
看
護
師
と
し
て
成
長
し
て

い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
発
表
お

疲
れ
様
で
し
た
。（
あ
お
も
り
協
立
病
院

八
階
病
棟
／
工
藤
文
子
）

　七
月
十
一
日（
日
）、
県
連
三
年
目
の
看
護
師
計
二
十
名
が
発
表
し
ま
し
た
。
看
護
師

と
し
て
の
学
び
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
成
長
を
感
じ
る
発
表
会
に
な
り
ま
し
た
。

　学習前に「人権café ～子供の人権～」について意見交
換しました。今、大学で勉強できていることは、「育つ
権利」「守られる権利」などが尊重されているからだと、
全員で再認識しました。
　今回の学習テーマは多数の奨学生から希望があった
「薬剤師が教える勉強のコツ　第二弾」でした。講師の
髙橋薬剤師は、大学時代の経験を踏まえ実践して良かっ
たことや、学んだことを維持するには日々の学習が大切
ということを過去の資料や記憶力に関する研究データを
元に、大変わかりやすく教えてくれました。
　大学当時の学習ノートを見せてくださった髙橋さんは

「このノートは自分のために書くノートであり、誰かに
見せるノートではない自分の味方になってくれるノート
なので、自分流の語呂合わせ、自分流の関連付け方など

を書き込んで活用
しました。」と説
明されました。奨
学生は、様々な勉
強のコツを自分の
物にしようと真剣
に 聞 い て い ま し
た。尚、今回奨学
生会議に参加できなかった学生からも「ぜひ学習内容を
知りたい！」との複数の声があり「青森民医連　You 
Tube」にて期間と閲覧を限定して配信することにしまし
た（URLを知った方のみ観れる状態です）。今後も奨学生
とともに学び深まる奨学生会議を目指します。

（青森民医連／山口理香子）

青森民医連

薬学生奨学生会議
　７月３日（土）14：00からオンラインでの薬学生奨学生会議を
開催しました。県内外6名の奨学生が参加し、講師は県連薬学
生小委員の 髙橋 沙衿 さん（ファルマ弘前薬局）が務めました。

　
七
月
二
日
（
金
）
北
海
道
・
東
北
地
協
　
二

〇
二
一
年
度
介
護
事
業
交
流
集
会
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
県

連
か
ら
二
百
十
二
名
の
参
加
者
（
青
森
六
十
七

名
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
は
、
震
災
か
ら
十
年
の
節
目
に
あ

た
り
、
福
島
県
民
医
連
・
浜
通
り
医
療
生
協
組

織
部
の
工
藤
史
雄
氏
か
ら
「
東
日
本
大
震
災
十

年
を
迎
え
た
福
島
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
の
お
米
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
宮
城
・
茨
城
・
新
潟
産
と
表
示
し
て
い
る

お
米
は
あ
る
が
、
福
島
県
産
は
「
国
内
産
ブ
レ

ン
ド
」
と
し
て
店
頭
に
並
ん
で
い
る
こ
と
や
、

同
じ
福
島
の
中
で
被
災
地
域
に
よ
る
分
断
、
線

量
の
違
い
、
世
代
に
よ
る
受
け
止
め
方
の
違
い
、

津
波
被
害
と
原
発
避
難
、
賠
償
額
の
差
な
ど
に

よ
っ
て
、
家
庭
内
、
親
戚
同
士
、
隣
近
所
土
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
格
差
と
分
断
が
生
じ
て
い
る

事
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
福
島
で

は
様
々
な
形
で
の
復
興
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
住
民
の
望
み
や
地
元
雇

用
に
は
繋
が
っ
て
お
ら
ず
、
帰
還
の
動
機
付
け

に
も
な
ら
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

改
め
て
福
島
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
正
し
く
知

り
、
お
か
し
な
こ
と
は
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に

し
、
何
よ
り
も
福
島
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
重
要

だ
と
学
び
ま
し
た
。
次
に
各
県
連
よ
り
指
定
報

告
が
あ
り
活
発
な
質
疑
応
答
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
初
め
て
の
交
流
会
で
し
た
が

と
て
も
充
実
し
た
交
流
集
会
で
し
た
。

（
青
森
保
健
生
協
　
本
部
／
髙
橋
千
津
子
）

「
北
海
道
・
東
北
地
協

　
　介
護
事
業
交
流
集
会
」

開
催

第34回

健生病院会場の様子
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　八
月
六
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
原
水
爆
禁
止
二
〇
二
一
年
世

界
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・

ク
メ
ン
ト
氏
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア

欧
州
統
合
外
務
省
軍
備
管
理
不

拡
散
局
長
、
核
兵
器
禁
止
条
約

第
一
回
締
約
国
会
議
議
長
）、

松
井
一
實
氏
（
広
島
市
長
）、

箕
牧
智
之
氏
（
日
本
被
団
協
代

表
理
事
）、
ベ
ア
ト
リ
ス
・

フ
ィ
ン
氏
（
核
兵
器
廃
絶
国
際

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局
長
）、

カ
ル
ロ
ス
・
ウ
マ
ー
ニ
ャ
氏

（
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議

共
同
議
長
）、
武
本
匡
弘
氏（
環

境
・
気
候
変
動
活
動
家
）、
目

加
田
説
子
氏
（
地
雷
廃
絶
日
本

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
営
委
員
）、

斉
藤
と
も
子
氏
（
女
優
）、
ロ

ラ
ン
・
ニ
ベ
氏
（
フ
ラ
ン
ス
平

和
運
動
全
国
書
記
）、
パ
ク
・

ハ
ヨ
ン
氏
（
平
和
と
統
一
を
拓

く
人
々
）、
佐
久
間
邦
彦
氏（
広

島
県
被
団
協
理
事
長
）
を
迎

え
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ

の
共
同
」、「
日
本
と
世

界
、
草
の
根
の
運
動
の

交
流
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　同
日
、
原
水
爆
禁
止

二
〇
二
一
年
世
界
大
会
、

ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ

ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
や
被
爆
者
の

方
々
か
ら
貴
重
な
講
演

を
お
聴
き
し
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
第
一

回
締
約
国
会
議
議
長
を

務
め
る
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
・
ク
メ
ン
ト
大
使

の
講
演
で
は
、
核
兵
器

が
戦
争
で
使
用
さ
れ
た
世
界
で

唯
一
の
国
で
あ
る
日
本
に
は
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
の
参
加
を

期
待
し
て
い
る
こ
と
を
お
話
し

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
は
そ

の
歴
史
的
な
役
割
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
核
保
有
国
の
ア

メ
リ
カ
の
核
の
傘
に
よ
る
安
全

保
障
に
満
足
し
、
い
ま
だ
核
兵

器
禁
止
条
約
に
加
盟
し
て
い
な

い
と
い
う
現
状
よ
り
、
私
は
今

の
日
本
政
府
に
対
す
る
不
安
や

疑
念
が
抱
か
れ
ま
す
。

　日
本
被
団
協
代
表
理
事
で
被

爆
者
の
箕
牧
智
之
氏
の
講
演
で

は
、
原
爆
孤
児
や
生
後
二
〜
三

年
で
そ
の
人
生
の
幕
を
下
ろ
し

た
方
々
が
い
る
と
い
う
生
々
し

い
実
際
の
過
去
の
出
来
事
を
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。
今
現
在
も

原
水
爆
の
影
響
で
健
康
被
害
を

受
け
て
い
る
方
や
、
そ
の
次
世

代
に
も
渡
っ
て
影
響
が
出
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
、
核
兵
器
廃

絶
の
課
題
は
過
去
か
ら
未
来
に

か
け
て
撤
廃
さ
れ
る
ま
で
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
絶
対

の
課
題
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（
大
野
あ
け
ぼ
の
薬
局
／

原

　友
貴
）

原
水
爆
禁
止
２
０
２
１
年
世
界
大
会
・

ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
に
つ
い
て

被
爆
者
と
共
に
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を 

〜
人
類
と
地
球
の
未
来
の
た
め
に
〜

　学習企画では、原水爆禁止日本協議会常任理事の前川史郎氏より「核
兵器のない平和で公正な社会のために」についてお話がありました。
前川氏は「年々被爆者の高齢化が進み、生の声を聴く機会が減少して
いるが、そのような中でも被爆者の証言を多くの方に聞いてほしい」
と訴えていました。
　その他、広島・長崎からの指定報告や各地の取り組みの交流として、
ファルマからも平和活動に関する報告を行いました。久しぶりにファ
ルマレンジャーも登場し、楽しく参加できました。改めて、若い世代

に原爆について語りついでいくために
は、原水爆禁止世界大会に参加した人
も、そうでない人も、話を聞いたのな
らそれを自分の言葉や行動で誰かに伝
えていくことから始まるのではないか
と思いました。
（ファルマ弘前薬局／須藤江利加）

平和の波交流会に参加して平和の波交流会に参加して
～自分の言葉や行動で伝えていく～

こちらの写真は「平和の波交流会」に参加した際の本部の様子です

若い職員が参加しました

　８月６日（金）全日本民医連
平和の波交流会にZoomで参加
しました。当日は、原水爆禁止
世界大会参加している２名（ファ
ルマ弘前薬局の小田桐由衣さん
と中西茉季さん）に加え、若い
職員が集まり大いに盛り上がり
ました。

全 日 本 民 医 連

ファルマレンジャーポーズ

第17回理事会報告9月
2021年9月

>>

>>

>>

>>

>>

>>

特別企画
　「来たる総選挙へ主権者として臨む」
全日本民医連理事会報告
決裁事項
　看護奨学生申請
青森保健生協高橋千津子介護部長の理事会オブ
ザーバー参加について
　県連薬局活動交流集会
協議事項
　下北豪雨災害　義援金の取り組みについて
　44期第3回評議員会参加報告
　新型コロナウイルス対応について
報告事項
　全日本民医連　通達・声明
　職員育成指針の意見集約状況
会務報告/各委員会・医師委員会報告
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　総
会
に
先
立
ち
、
神
奈
川
県

自
治
労
連
の
神
田
敏
史
氏
の
記

念
講
演
「
第
二
期
国
保
運
営
方

針
に
見
る
国
保
制
度
の
改
革
の

ね
ら
い
」
で
学
習
し
た
後
に
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
改
め
て

国
保
の
奥
深
い
内
容
を
学
習
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者

数
は
記
念
講
演
が
六
十
一
名
、

総
会
は
三
十
八
名
の
参
加
で
し

た
。
総
会
で
は
大
竹
進
会
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
情
勢
の
特
徴
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て

事
務
局
よ
り
、
総
括
及
び
方
針

案
の
提
案
、
決
算
・
予
算
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
討
論
の
時
間

で
は
、
三
つ
の
団
体
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
内
容
や
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
役
員
選
出

が
行
わ
れ
、
今
回
は
二
名
の
役

員
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。
二

〇
二
〇
年
に
続
き
二
〇
二
一
年

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
例
年

の
よ
う
な
活
動
に
は
取
り
組
め

な
い
事
態
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
期
だ

か
ら
こ
そ
諸
団
体
と
共
に
、
地

域
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充

実
を
も
と
め
る
運
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
津
川
文
彦
）

診療中の小山副院長

６月と７月に月１件のペースで診察を行いました。　
症例－６月　５歳男児、外出先で走り回る、ダメが伝わらない等の行動
　　　　　　▶親に「ASD（自閉スペクトラム）」と告知。診断結果を受けて涙を流される。
症例－７月　６歳男児、言語表出の苦手、落ち着きがない等の行動

▶親に発達障害ではなく「脳症の後遺症」と告知。行動観察の中でASDやADHDの様な症状が見られ
たが、生育歴を確認すると１歳半時に40℃の高熱および痙攣を発症した事案が有り、前頭葉の委
縮が見られていた。

　事業開始からの２つの症例でしたが、「発達障害」を診断した症例と、診断しなかった症例となりま
した。診断をつけてしまうと児童の今後の人生において「発達障害」という診断結果を背負い続け
ていく事となるため、行動観察、生育歴を踏まえて慎重に判断していく必要が有ります。

　児童青年期の開設以降、院内には児童や若い方の姿が多く見える様になり、診察の中で「将来、医師になりた
い」「看護師になりたい」と話す子供たちがいます。“こころ問題”のケアを行いながら将来の夢に向かう子供たちを
病院一丸となって今後もサポートして参ります。 （生協さくら病院／葛西直哉）

　二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
は
奨
学
金
パ
ン
フ
な
ど
の

資
料
配
布
を
し
、
二
十
六
日
に
は
面
接
の
終
わ
っ
た
受

験
生
に
声
を
か
け
、
奨
学
金

や
新
入
生
歓
迎
企
画
の
興
味

の
有
無
を
聞
き
な
が
ら
宣
伝

し
ま
し
た
。
実
施
し
た
三
日

間
、
晴
天
だ
と
思
い
き
や
一

時
的
に
激
し
い
雨
や
吹
雪
に

遭
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
最

後
の
最
後
ま
で
粘
り
、
奨
学

金
資
料
は
昨
年
よ 

り
二
部

多
い
四
百
五
十
一
部
の
配

付
、
二
十
六
日
の
対
話
ア
ン

ケ
ー
ト
は
昨
年
よ
り
十
一
名

多
い
百
八
十
一
名
と
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
対
話
中
に
「
奨
学

金
の
話
を
聞
き
た
い
で
す
」
と
い
う

方
も
複
数
お
り
、
弘
前
事
務
所
で
の

個
別
説
明
に
つ
な
げ
ま
し
た
！

　こ
の
大
運
動
期
間
に
県
連
内
事

業
所
か
ら
合
計

で
二
十
六
名
の

職
員
の
応
援
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
中
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
連
医
学

対
で
は
将
来
を
担
う
青
森
民
医
連

の
医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
下
村
博
央
）

青 森 県  発 達 障 害 専 門 医 療 機 関 初 診 待 機 解 消 モ デ ル 事 業

生　協
さくら
病　院

　2019年10月に当院で「児童青年期精神科外来」を開設致しました。小山副院長
をはじめ、公認心理師、看護師などのスタッフが一丸となり、10代～ 20代の“こ
ころ問題”に対して、患者様やご家族に寄り添いながら日々の診療を行っていま
す。更に、今年６月から新たに青森県モデル事業の実施医療機関として登録を行
いました。児童の発達障害の診断にかかる初診待機が長期化している現状から、
青森県の発達障害者支援センターと連携して診断のついていない子供に対して診
察を行い、診断内容に応じて適した機関へ繋げていく事業となっています。

事業（診察）の主な流れ

催開

❶受付後、身長・体重・血圧測定を行い、プレイルームへ誘導。
❷心理師はプレイルームで子供と遊びながら行動観察を行う。
❸医師は親と面談し、これまでの経緯や現状を確認する。
❹行動観察と心理発達検査の結果を踏まえて、親に診断名を伝える。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、第
二
十
五
回
青
森
県
社
会
保

障
推
進
協
議
会（
県
社
保
協
）総
会
は
七
月
三
十一日
に
Ｚｏｏｍ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
定
期
総
会

青
森
県
社
会
保
証
推
進
協
議
会

第
23
回
定
期
総
会

アピオ会場の様子
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史
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の

ね
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催
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せ
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。
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八
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で
し

た
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で
は
大
竹
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会
長
よ

り
挨
拶
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あ
り
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コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
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情
勢
の
特
徴
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
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続
い
て

事
務
局
よ
り
、
総
括
及
び
方
針

案
の
提
案
、
決
算
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予
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告

が
あ
り
ま
し
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の
時
間

で
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、
三
つ
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団
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内
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組
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が
あ
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し
た
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、
役
員
選
出

が
行
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れ
、
今
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の
役

員
交
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が
あ
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し
た
。
二

〇
二
〇
年
に
続
き
二
〇
二
一
年

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
例
年

の
よ
う
な
活
動
に
は
取
り
組
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な
い
事
態
も
予
想
さ
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ま
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。
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し
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の
よ
う
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こ
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諸
団
体
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共
に
、
地

域
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療
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介
護
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福
祉
の
充

実
を
も
と
め
る
運
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
津
川
文
彦
）
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　100日をお祝いしてスタジオで写真撮影してもらいました。丑年にちなんで牛の着ぐる

みを着ています。午前中は少しご機嫌ななめだったけれど撮影中に寝てしまい、スッキ

リしたのか午後にはパパを見て満面の笑みのところをパシャリ！！

（ファルマ弘前薬局／西沢　光）

碧人（あいと）くん

６か月

vol.
63

私の三つ星★★★

　レジンというものをご存知でしょうか？簡単に説明す
ると紫外線で固まる透明な液体でいろいろなものが作れ
る趣味です。最近では100円ショップでも材料は売って
いるので、あとはUVランプと型（かた）があればいろい
ろなものが出来ます。発端はYouTubeでビー玉くらいの
大きさの球に雲が浮かんでいる作品を見て、自分でも
作ってみたいと思ったことです。おかげさまで同じよう
なものを作ることがやっと出来るようになりました。ピ
アスなども好きなデザインを作れますし、最近ではプラ
バンやビーズも使ってブローチなどを作ったり、海で見
つけたフジツボの殻を使ったランプなど迷走が始まって

透明なものに惹かれてます（レジン・プラバン・ビーズなど）

オススメ ～おうち時間ver.～

雲が浮かんでいるようなレジン作品

幻想的な光のランプ

水芭蕉ブローチ

　全日本民医連第44期第３回評議員会が８月21日（土）22日（日）２日間、前回に引き続きweb上で開催され、全会
一致で方針案が承認されました。また、今回の評議員会では初めて分散会も取り入れられ、熱心な討議が行われました。

　今評議員会では第３回評議員会方針案を支持、補強する立場で32本の発言と７本の文書発言がありました。発言の
特徴としては、今まさに全国各地が災害級の新型コロナウイルスに直面している中、助かる命をなんとしてでも助け
るという意思統一のもと、それぞれの事業所が総力戦で対応している報告がなされ、新型コロナウイルスの罹患者を
直接診療する事業所以外でも、外来や病棟、診療所、介護事業所、保険薬局で、全国の民医連の事業所が一丸となっ
て向き合っている姿が共有されました。
　理事会のまとめとして、地域の命を守るため、命の平等のため、職員が一丸となって困難を乗り越える、民医連綱
領に団結し、まず診る、受け止める、全ての患者の受療権を守る、そういった民医連の輝きを全ての職員で確認し合
いながら、そして我々の存在意義を確認しながら前に進んでいくことが大切であると、報告されました。　
　10月の総選挙では医療と介護、社会保障の充実と平和な日本への転換、いのちの平等を実現していく重要な機会と
して、全職員が権利を行使し投票行動に取り組むことについても確認されました。

（第44期 全日本民医連評議員／今　淳一）

全日本
民医連 第44期 第３回評議員会報告第44期 第３回評議員会報告

います。幻想的に光るライトはディズニーシーのセンターオブジアースを彷彿とさせ
暗闇の中で一人悦に入っている姿を見て、子供が若干引いています。
 （黒石薬局／大川誠也）
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